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論 文 内 容 の 要 旨
1892年 にJ.D.ロ ックフェラーの寄贈によって開学 したシカゴ大学には,A.ス モールを長 と
して,ア メリカ初の独立 した社会学科が設立 された。 この学科は,19世 紀末か ら20世紀初頭のア
メリカ社会 において,経 験的社会学 の研究を主導 し,社 会学 の制度化 に大 きく寄与 した,と いわ
れている。
シカゴ学派社会学は,日 本ではR.E.パ ークやE.W.バ ー ジェンスの人間生態学,L.ワ ースの
アーバニズム論な どを中心に,お もに都市社会学 にた いして多大な影響力をおよぼ してきた。だ
が,日 本におけるシカゴ学派の研究 の焦点は,主 にそ うした個々の理論についての紹介や,日 本
社会に対す る理論の適用可能性をめ ぐる問題 に焦点がおかれ,そ の学派台頭を導 いた制度的,歴
史的文脈についてはほとん ど論 じられ ることがなかった。
しか し,近 年あ らたな動向として注 目されるのは,「初期 シカゴ学派」の興隆をもた らした様 々
な要因を明 らか にす る作業を通 じて,そ の位置づけを再考 しようという欧米の研究者の試みであ
る。本論文は,こ うした内外の研究状況をふまえ,1920年 代 に叢生 したシカゴ ・モノグラフが産
出された制度的文脈 を探 り,シ カゴ学脈の成立過程の解 明への基礎的検討をはかる ことを課題 と
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している。 とくに,財 政的な面でシカゴ学脈の研究 を支え,具 体的な契機 となったシカゴ大学
LocalCornlnunityResearchCommittee(以 下LCRCと 略称)に 焦点 をあてる ことによっ
て,こ うした初期 シカゴ学派の成立,社 会学の制度化を明 らかにしようとしている。
!923年 に結成されたLCRCは,地 域コミュニティの社会的研究 を主 目的 とした学 際的な研究
組織で,シ カゴ大学 の社会科学を成す諸部門(経 済学,歴 史学,政 治学,社 会奉仕事業,社 会学,
哲学)の 各代表によって構成された。 この組織の財政的基盤iは,ロ ーラ ・スペルマ ン ・ロックフ
ェラー記念財団(以 下,LSRM)に もとめ られ,LCRCは 年間5万 ドル以上の多額の運営資
金 を背景 に,多 数の研究プロジェク トを統括 した。 この組織 こそ,!920年 代 に見 られた シカゴ大
学の社会科学集団の台頭(と りわけ社会学 と政治学)の 鍵 を握 ったのである。
本論文は,1920年 代に 「黄金期」 を迎えた初期 シカゴ学脈社会学の再評価 を試みるために,そ
の制度的基盤であったLCRCを4つ の角度か ら考察 している。
第1章 「シカゴ大学LocalCommunityResearchCOmrnittee」 では,社 会科学集 団の リー
ダー らに共有された協同研究の構想,LCRC結 成の経緯LCRCの 主な職務 研究プロジェ
ク トの概要,主 な研究成果について明らかにしている。社会科学に関 していえば,LCRCは 社
会科学 の構成員にファース トハン ドの経験 にもとつ く研究機会の増大をもた らした。 さらにそれ
は,リ サーチ ・アシスタン トとして多数 の大学院生を雇用することを可能にし,結 果 として,若
手の研究者 に生活の糧を与えただけでな く,研 究者 として の訓練の機会 を提供する ことをとお し
て社会学の人的基礎 の確立に寄与 している。
第2章 「初期 シカゴ学派 とフィランソロフィー」では,LCRCの 財政的基盤 とな ったLSR
Mと シカゴ市の種々の社会的機関に着 目し,一 方でロックフェラー財団に代表 されるフィランソ
ロフィーを目的 とする諸財団が,1920年 代 に入って 自然科学ばか りでなく社会科学を大々的に助
成するようになった国家的背景 と,地 方で シカゴの 「改良コミュニティ」がLCRCを 通 じてシ
カゴ大学 と密接な協力関係を取 り結んだ要因を考察 している。社会学科 にお いて,こ の地域の改
良コミュニテ ィとのパイプ役 になったのは,バ ージェスで あった。
第3章 「シカゴ学派におけるバージェスの位置付け」 は,こ のバージェスの学派確立への行政
的 ・学問的寄与を,従 来 のバージェス理解 を批判的に検討 しつつ確認 している。彼は,地 域コミ
ュニティに関する研究プログラムの発展を促す上で重要な諸個人や諸機関 との接触を維持す る際
に,主 導的な役割 を果た した。 この章では,彼 の卓越 した行政的手腕 社会学の応用 に関する考
え方,学 問的影響力,シ カゴ大学における量的研究の発展 に対する貢献 を明らかにし,初 期 シカ
ゴ学派社会学におけるバー ジェスの位置付 けに関 して再評価が試み られている。
第4章 「H:.ZOrbaugh:τ 雇GoJ4Coα5'飢4'ん65勧 ～再考」では,LCRCの 後援で1929年 に「シカ
ゴ大学社会学シ リーズ」として出版された τ加 σoZ4Coα ∫∫αηゐ加5Z配規を取 り上げた。
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このゾーボー(HZorbaugh)の 著作は,パ ークとバージェスのもとで産出されたシカゴ ・モ ノ
グラフの代表的作品であ り,初 期 シカゴ学派に通底す る人間生態学的立場か ら都市の「分裂状態」
を論 じた ものである。 この章では,1980年 代以降 盛んに議論 されているポス ト・イ ンダス トリ
アル ・シティに見 られる都市空間の分極化の構図を探る上で,こ の作品が有す る現在性が検討 さ
れている。
以上の考察か ら,LCRCが シカゴ学派の台頭の基盤 となったことはいうまで もない。だが,
強調されなければ な らないのは,シ カゴ学派の特殊性,す なわち,学 内における確立 した学科 と
しての位置づけ,都 市コミュニティを主たる研究対象 としたことか ら生 じた社会学のイニシアチ
ブが,結 果 として,当 時 シカゴ大学 同様 に諸財団か ら助成を受けていた幾つかの伝統校 と同 じ条
件にありなが らも,シ カゴ学派が国家的規模で台頭する要因として作用 したことである。
1930年 代に入ると,こ うしたシカゴ学派の優位は徐々に失われていく。 しか しそれは同時 に,
シカゴ大学が先例 となって,ア メリカの大学において,社 会学の制度化が進行 した ことを意味す
るのである。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
社会学は,す ぐれてアメリカ的な学問であるといわれるが,そ の礎石 を築 いたものが,い わゆ
るシカゴ学派 にほかな らない。従来のシカゴ学派に関する研究は,本 論文も指摘するように,そ
の重要性 にもかかわ らず,個 々の研究の検討や,そ の理論の適用可能性 の問題 であった り,や や
単純化された理論 の紹介に終始 して きた傾向がある。本論文の特徴は,多 様性を有 し,し たがっ
て 「モザイク」と評 されるこの学派の成立 ・発展過程 を,シ カゴ大学内部 の機関や財団助成など,
シカゴモ ノグラフが産出された制度的基盤 に即して解 明することをとおしてシカゴ学派の再評価
を試みているところにある。 したが って,こ の研究は,シ カゴ学派の重要性か らして,ア メ リカ
社会学の成立過程 の解明にとっても重要性 をもっている。 また,シ カゴ学派の研究は,都 市構造
変動ばか りでな く,犯 罪や逸脱行動 移民の文化適応問題など広い対象に及んでお り,日 本 にお
いて も都市社会学ばか りでな く,社 会病理学 ・社会問題研究,移 民研究な ど広範な影響 を与 えつ
づけてきた。 したがって,本 研究は,著 者の関心である都市社会学ばか りでな く,こ れ らの諸領
域の理論的研究にとって も重要な寄与をなしうる射程をもっているといえよう。
本論文は,シ カゴ学派の成立 とそ の意義を相互に関連する4つ の側面か ら考察 している。第1
章 「シカゴ大学LocalCommunityResarchCommittee」,第2章 「初期 シカゴ学派 とフィラ
ンソロフィー」は,シ カゴ学派成立 の制度的 ・財政的基盤 となった大学内外 の諸機関 とシカゴ学
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派の研究 と関連をあつかっている。論文では,LCRCな ど諸機関が研究の遂行 において重要な
役割をはた した ということだけではな く,そ れを担 う学部長や学科長の学問観,助 成団体 の責任
者の実践的 ・応用的研究への志向についても詳細な言及がなされている。あわせて改良主義組織
とシカゴ大学 との協力関係な ど,初 期シカゴ学の研究機会の成立 を具体的 に描き出そ うと試みて
お り,そ の視角 と成果は高 く評価できる。
もちろん,こ うした社会学的知の制度化 の過程についての社会学的研究そのものは,け っ して
新 しい視角 ということではない。 また,シ カゴ大学全体の構造 における社会学科 の位置づけや,
その内部構造な ど資料的にもなお検討すべ き課題も少なくないが,シ カゴ学派成立過程を比較的
詳細に描いてお り,こ うした過程 こそがシカゴ学派の研究内容 に決定的な影響を与えていること
を考えるとき,そ の試みの学問的意義は大きいといえる。
第3章 では,シ カゴ学派社会学の もっとも重要な研究者 の一人であるバージェスに焦点 をあて
て,さ らに学派の成立過程を深 く解明しようとしている。バー ジェス こそは,学 派の成立や研究
内容の展開において重要な役割 をはた してきたにもかかわ らず,こ れまでの研究では,こ うした
視点か らの十分な検討 と理解 に欠けていた。その意味で,本 章で,彼 の卓越 した行政手腕が大学
における社会学の制度化 において重要な役割 をはた した こと,社 会学的研究 にお いて重要性をも
つ量的研 究 と事例的研究の確立において も具体的な寄与をしたことを指摘 し,シ カゴ学派 との関
係 にお けるバージェス評価の再検討の必要性を示す ことに成功 している。
第4章 は,こ うして学派の成立過程や学派 に緩やかに共有 されていた基本的性格 を確認 した後,
シカゴ学派の一人,H.Zorbaughの モ ノグラフの代表作,τ 舵GoZ4Coα ∫∫侃4'舵 ∫1κ㎜ を詳細 に
検討 し,さ らに,そ れを現代的視点か ら再評価 しよ うとする。著者の今後 の研究課題である,シ カ
ゴモノグラフの研究成果 の丹念な 「解読」の最初の試み となっている。そ こで描かれた 「分裂 し
た」都市像の分析 を,「調査される側」の内観的な視点 にたった都市の社会的 ・空間的分化 として
評価 しているが,こ うした視角は,筆 者が指摘するように現代都市分析 において も重要性 を有 し
て いる。
これ までシカゴ学派に関する研究は,学 派成立を前提 として,個 別の研究者やその理論が取 り
あげ られ現代的関心か ら評価 されてきた。その結果,一 面では,学 派 として一枚岩的に描かれた
り,逆 に,「モザイク」 として多様 に理解 される傾向が強かった。本研究は,シ カゴ大学の制度的
構造や助成財団,「 実験都市」 としてのシカゴ市 に展開す る改良的志 向をもつ諸組織 そ して具
体的な研 究者や財団指導者の動きをとお してシカゴ学派成立の過程 を明 らか にしている。社会学
の制度化についての先行研 究の検討や第一次資料な ど,こ うした研究に不可欠な資料の渉猟,そ
の分析 において不十分さがあることは否めないが,し か し,シ カゴ学派の正確な理解 にとって欠
かせない課題 について一定の先駆的な成果 をあげている。
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転換期にある社会 にお いて学際的な新しい学問の構築が求められている。 この研究は歴史的研
究 に属する ことはいうまで もないが,新 しい学問が成立 し制度化される際の大学の構造のあり方
や財政的基盤 となる助成団体 との関係 を対象としてお り,私 たちの大学や学問をめ ぐる状況を検
討するうえで も現代的意義をもっているといえる。
よって,本 論文は博士(教 育学)の 学位論文 として合格 と認める。
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